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次世代の育成

パネリスト

櫻井 義秀 氏（北海道大学教授）

金石 潤導 氏（開正寺住職,真宗大谷派北海道教区教化本部長）

木越 康（大谷大学長）
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― 地域と寺院の視点から ―

10月20日（日）
13:30～16:00

＜受付１３:００～＞

コーディネーター

藤枝 真
（大谷大学文学部准教授）

定 員 １５０名

会 場 札幌国際ビル8階
北海道札幌市中央区北４条西４丁目１番地

（ｱｸｾｽ）札幌市営地下鉄南北線さっぽろ駅8番出口すぐ

対 象 一般・高校生・大学生・大谷大学同窓生・

大谷大学在学生保護者

主催 大谷大学／大谷大学真宗総合研究所／大谷大学同窓会／大谷大学教育後援会

問合せ 大谷大学校友センター（京都府京都市北区小山上総町）

TEL 075-411-8124 E-mail kouyu@sec.otani.ac.jp

同日開催!!

11:30～16:00

大谷大学進学相談会

入試担当者が直接、高校生・社会人の

皆さんの入試のギモンに応えます！

11:30～13:00

北海道地区保護者懇談会（要申込）

成績・就職・学生生活等における

さまざまな個別相談に応じます。

※別途お送りするご案内状をご確認ください。

大谷大学フェア（北海道）

参加費 無料

「新しい時代における寺院のあり方研究」公開シンポジウム

京都で学ぶ

2019年



人口減少社会において私たちは次世代のために何ができるだろうか。

すでに人口減少によって存続可能性が危ぶまれる集落や地域は存在している。それらの地域では過疎問題

に対する様々な取り組みが行われているが、「簡単な処方箋はない」という認識は広く共有されている。

今回のシンポジウムでは、大谷大学における過疎地域と寺院のあり方研究の内容を踏まえ、北海道における

地域の存続可能性、若者の動向や育成などを切り口に、いま私たちが認識すべき社会の現状と次世代のた

めに必要な実践とについて、議論を深めたい。

問合せ 大谷大学校友センター（京都府京都市北区小山上総町）

TEL 075-411-8124 E-mail kouyu@sec.otani.ac.jp

「新しい時代における寺院のあり方研究」公開シンポジウム

櫻井 義秀（さくらい よしひで）

博士（文学）
【研究分野】宗教・文化社会学、タイ地域研究、東アジア宗教研究
略歴 1961年 山形県生まれ

1987年 北海道大学大学院文学研究科博士課程中退
現在 北海道大学大学院文学研究科教授
単・著書『東北タイの開発と文化再編』（北海道大学図書刊行会，2005）

『死者の結婚―祖先崇拝とシャーマニズム』（北海道大学出版会，2010）
『人口減少時代の宗教文化論―宗教は人を幸せにするのか』（北海道大学出版会,2017）

編著 『人口減少社会と寺院―ソーシャル・キャピタルの視座から』（共編,法蔵館,2016）
『しあわせの宗教学―ウェルビーイング研究の視座から』（編著,法蔵館，2018）
『宗教とウェルビーイング―しあわせの宗教社会学』（編著,北海道大学出版会,2019）

などのほか著書多数。

金石 潤導（かねいし じゅんどう）

略歴
1967年 北海道生まれ
1990年 大谷大学文学部真宗学科卒業

現在 真宗大谷派同朋会館教導
北海道教区教化本部長
北海道教区南第３組 開正寺 住職

木越 康（きごし やすし）

修士（文学）
【専門分野・資格】 真宗学・宗教学
略歴
1963年 アメリカ・カリフォルニア生まれ
1990年 大谷大学大学院博士後期課程

満期退学（真宗学）
現在 大谷大学文学部教授
2016年より大谷大学長
著書 『ボランティアは親鸞の教えに

反するのか―他力理解の相克―』（法蔵館,2016）
『死者／生者論 ―傾聴・鎭魂・翻訳―』

<共著>（ぺりかん社, 2018）
その他

徳田 剛（とくだ つよし）

博士（学術）
【専門分野・資格】地域社会学・社会学理論・
宗教社会学／専門社会調査士
略歴
1971年 大阪府生まれ
2001年 神戸大学大学院文化学研究科

博士課程単位取得退学＜博士（学術）＞
現在 大谷大学社会学部准教授
著書 『地方発外国人住民との地域づくり』

<共著>（晃洋書房,2019）
『現代日本の宗教と多文化共生』

<分担執筆>（明石書店,2018）
その他

藤枝 真（ふじえだ しん）

博士（文学）
【専門分野・資格】 宗教学・哲学

（宗教哲学・西洋近現代思想）
略歴
1972年 岩手県生まれ
2001年 大谷大学大学院博士後期課程

哲学専攻満期退学
2004年 大谷大学博士（文学）＜学位取得＞
現在 大谷大学文学部准教授
著書 『現代文化テクスチュア』<共著> （晃洋書房,2004）

『揺れ動く死と生－宗教と合理性のはざまで』
<共著>（晃洋書房,2009）

その他

大谷大学では、仏教精神にもとづいた人間教育を行い、
人間にかかわる諸学問の研究成果を
広く社会に公開するという建学の理念をもとに
全国各地で公開講演会を開催しています。

本学の教育・研究目標は、初代学長 清沢満之が述べた「開校の辞」、
第3代学長佐々木月樵が述べた「大谷大学樹立の精神」の、
2つの宣言において表明され、
現在もなお、建学の理念として継承されています。

詳細は、大谷大学ホームページをご確認ください。

大谷大学
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